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国際ロータリー第 2720地区
2025-2026年度ガバナー

藤田　千克由

　日本では、蛇口をひねれば安全な飲み水が当たり前のように流れてきます。しか
し、この “当たり前” は世界では決して当たり前ではありません。国連の報告によ
れば、いまも 22 億人が安全な飲料水を利用できず、23 億人が適切な衛生設備を持
たないまま生活しています。水は命を守る最も基本的な資源であり、衛生は人間の
尊 厳 を 支 え る 土 台 で す。ロ ー タ リ ー が 重 点 分 野 と し て「水 と 衛 生（Water, 
Sanitation and Hygiene＝安全な水・衛生設備・衛生習慣、以下 WASH）」を掲げ
たのは、この深刻な現実に向き合い、平和と健康の基盤を守るためです。
　国連は 1993 年に「世界水の日」を制定し、国際社会が水問題を最重要課題とし
て扱う流れをつくりました。ロータリーもまた、国連との協働の歴史の中で、世界
的な課題認識と歩調を合わせ、2010 年に重点分野を再定義する際に「水と衛生」
を正式に位置づけました。これは新しい取り組みではなく、1950 年代から続けて

きた井戸建設や衛生教育などの活動を体系化し、より持続可能な形で推進するため
の決断でした。
　では、日本のクラブにとって WASH は遠い世界の話なのでしょうか。決してそ
うではありません。災害の多い日本では、水と衛生は “命を守る備え” そのものです。
また、学校での手洗い教育は、子どもたちの健康を守り、家庭や地域に衛生習慣を
広げる大きな力になります。さらに、河川や海岸の清掃活動は、地域の水環境を守
る実感を得られる取り組みです。水が豊かな国だからこそ、その価値を体験し、守り、
次世代につないでいく責任があります。
　その実践例の一つが、熊本水前寺公園ロータリークラブの取り組みです。同クラ
ブは、地下水都市である熊本の水を守り、次世代に伝える活動の一環として、熊本
市が実施する「くまもと『水』検定」に協力しています。総合学習で環境を学ぶ小
学生を対象に、検定公式テキストを寄贈するなどの支援を行い、熊本が世界に誇る
地下水の魅力や、水の歴史、そして地下水減少といった課題を、子どもたちが楽し
く学べる環境づくりに取り組んでいます。これは、WASH を「海外支援」だけでなく、

「地域教育」としても具現化した好例といえるでしょう。
　今年度、2720 地区では「みんなでつなぐ、育てる、ロータリーリレーションシップ」
を掲げています。WASH はまさに、この理念を形にする最適なテーマです。子ども、
学校、行政、企業、そしてクラブ同士がつながり、共に学び、共に育つ活動が、地
域の未来を確かなものにしていきます。
　各クラブには、地域で “実感できる” WASH 活動として、手洗いチェッカーを使っ
た学校での衛生教育、学校や公園のトイレ環境チェック、河川・海岸の清掃、災害
時の水・衛生キットづくりなど、すぐに取り組めるメニューがあります。どれも低
負担でありながら、地域に確かな価値を届ける活動です。
　3 月、水と衛生の月間にあたり、改めて “水の価値” を見つめ直し、私たちがで
きる一歩を共に進めていきましょう。

「水と衛生」
水と衛生の月間に寄せて
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　国際ロータリー第 2720 地区　パストガバナー・
第３地域 R R F C 堀川貴史様のご逝去の報に接し、
言葉では尽くせぬ深い悲しみとともに、謹んで哀悼
の意を表します。
　令和８年１月１日、突然の訃報に、言葉を失い今
どこにいるのかも一瞬わからなくなったくらいの衝
撃でした。
　私自身、堀川ガバナーのもとで地区幹事として職
務を担い、最も近くでそのお姿とお考えに触れる機
会をいただきました。常に地区全体を見渡しながら

も、目の前の一人ひとりを決して疎かにされないその姿勢は、今も鮮明に心に残っており
ます。
　ガバナーになられていく、準備の段階からの地区運営の変革に対して、部門長やガバナー
補佐の皆さんと直接、個別の面談を重ね、丁寧に丁寧に相手を尊重しながら活動内容や予
算の相談が行われていきました。
　2020 年７月、ガバナーノミニーの時に発生した人吉の水害には自ら作業服を着てトラッ
クを運転し、必要とされた支援物資を数回運ん
でくださいました！
　ガバナーエレクトになってからもコロナ禍が
まだ続いていたせいで、国際協議会は自宅にて
オンラインで光江パートナーと受けられまし
た。その後の当地区の PETS、地区研修協議会
もオンラインで開催しました。しかし、ガバナー
方針を話す時には、ご自身が RI 会長のような
スタイルでプレゼンをやりたい、との希望を初

Treasure
Excavator

ロータリー
お 宝 発 掘
シ リ ー ズ

堀川貴史パストガバナーへ捧ぐ
めて言われましたので、私たちはみんなで力を
合わせて堀川さんの希望を叶え、見事な方針発
表をしてくださいました。
　そしていよいよガバナー年度が始まる数日前
の熊本市のライブハウス B9 でのキックオフ会、
ガバナー年度が始まる前にもう、終わったかの
ような盛り上がりでしたね！まさに堀川さんの
お人柄が溢れる会でした。

「ロータリーはつながりで溢れている。～友情
いっぱいの仲間と何か良いことをしましょう～」とのスローガンを掲げ始まった堀川ガバ
ナー年度。一年かけてのガバナー公式訪問では限られた時間の中での素晴らしいガバナー
アドレスで、たくさんのロータリアンの心を鷲掴みにし、堀川さんと飲めるなら、と地区
委員になった方もいらっしゃいます。
　また、ガバナーパートナーの光江さんが公式訪問にずっと同行してくださり、アドレス
を聞いてもらい、「またダメ出しをされた」と、嬉しそうに話され、アドレスを修正する堀
川さんがとても印象的でした。
　１０月の世界ポリオデーには熊本市の下通をポ
リオの赤い T シャツで埋め尽くした募金活動！圧
巻でした！
　１１月にはローターアクトの森へ歩いて登り植
樹をしましたね。
　地区大会は、「人吉復興」を願い「人吉発　世
界平和」と掲げ、人吉で開催しました。ご次男が
デザインされた「つながり T シャツ」の販売益を
平和フェローの寄付にしたり、同期のガバナーも
たくさんきてくださいました。RI 会長代理の関場パストガバナーからは絶賛の好評をいた
だきましたね。
　晩餐会でのパストガバナーの仲間たちとユニットを組んで歌われた「時代遅れの
Rockʼ n Roll Babd」。佐野元春さんのファンなので「俺が佐野元春のパートを歌う」と最
初から決められていました。フォーマルで歌われる姿はとてもかっこよかったです。
　地区大会が終わったら、台湾 3523 地区との姉妹地区締結のために台湾へ、それまでも何
度と台湾へ足を運び、台湾 3523 地区にもたくさんのファンができました。
　メルボルン世界大会出発時で出国できないというまさかのハプニング…
　子供さんの手前、バツが悪くてその日は一人博多に泊まったと後から言われました・・・

　そして堀川さんが生み出した、流行語といえば、「0 次会！」少しでも時間があれば仲間
との親睦を重ねられていました。
　カラオケに行くと必ずメドレーをかけマイク
を 回 し、締 め は 必 ず、ア ン ト ニ オ 猪 木 の

「1.2.3 ダー！」
　ガバナーを終えられてからの還暦パーティは
硯川パストガバナーご夫妻が中心となって開催
され、ご夫妻と台湾の同期のガバナーそして同
い年のロータリアンと共にたくさんの皆さんか
ら祝福を受けられました。このように自分だけ
ではなく、他の人への気遣いも素晴らしい方で
した。その後はパストガバナーの皆さんからの
応援を受け ARRFC から RRFC として地域リー
ダーとしての道を進まれました。
　闘病を続けながら、声が出なくなっても頼ま
れた講演を断らずに、工夫を凝らしてどなたか
と掛け合いでやったり、自己紹介を腹話術のよ
うな形で後ろから誰かにしゃべってもらったり
とユーモア溢れるお姿は忘れられません。どん
なときも嫌な顔をせず、辛いところも見せずに、いつもポジティブで私たちを引き上げて
くださっていましたね。ドラえもんと誕生日が一緒なので、あなたのポケットには私たち
が持っていないたくさんのたくさんのものがはいっており、それを惜しげもなく私たちに
与えてくれました。そんな堀川さんだから国も越えて男女、年齢も関係なくファンがたく
さんいるのです。
　まだまだご活躍されるはずだったのに…と、私たちが思う以上に、あなたの無念さがひ
しひしと感じられます。

　寂しがり屋のあなたはきっと、ご逝去さ
れた先で、同じロータリークラブであった
野田さんや寿崎さん、そして、先にご逝去
されたパストガバナーの皆さんを走って探
し回られて、いろんな話をされているので
はないでしょうか？こちらでも堀川さんが
いなくなって悲しくて、寂しくてまだ信じ
られなくて、気持ちの置き所がわからなく
なった仲間がたくさんいます。しかし、私
たちはこれからもロータリアンとしてあな
たから学んだたくさんのことを胸に秘めて
生きていきます。

　最後に堀川さんが昨年の１１月の鴨の会でみんなに伝えたかったこと、あなたの渾身の
想いが込められたこのメッセージをみなさん
にお伝えします。

　堀川さんはこのような想いを胸に秘め、闘
病されながらも、日々の判断や振る舞いの全
てにおいて、ロータリーの理念を深く体現さ
れ、常に奉仕の心をもって地区運営と会員の
育成に尽力されました。パストガバナーとし
て地域リーダーとして示された高い見識と行
動力、そして何よりも人を思いやる温かなご
人格は、多くのロータリアンに深い感銘を与
え、今なお私たちの指針となっております。
これまでのあなたが積み上げてくださったご功績に心より敬意を表し、あなたが与えてく
れた友情と繋がり、そして何よりもロータリーへの愛を、2720 地区への愛を教えてくださっ
たことに感謝以上の言葉があればと思いますが相応しい言葉が見つかりません。それくら
いの温情をいただきました。本当に本当にありがとうございました。
　これからは少し離れたところで、ご家族と私たちロータリアンを見守ってください。
またいつか私たちがそちらへ行く日までしばらく・・・さようなら。

寄稿：堀川年度地区幹事　作守順子 ( 宇土 RC)

人吉の水害時にて

みんなで力を合わせた方針発表
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　カラオケに行くと必ずメドレーをかけマイク
を 回 し、締 め は 必 ず、ア ン ト ニ オ 猪 木 の

「1.2.3 ダー！」
　ガバナーを終えられてからの還暦パーティは
硯川パストガバナーご夫妻が中心となって開催
され、ご夫妻と台湾の同期のガバナーそして同
い年のロータリアンと共にたくさんの皆さんか
ら祝福を受けられました。このように自分だけ
ではなく、他の人への気遣いも素晴らしい方で
した。その後はパストガバナーの皆さんからの
応援を受け ARRFC から RRFC として地域リー
ダーとしての道を進まれました。
　闘病を続けながら、声が出なくなっても頼ま
れた講演を断らずに、工夫を凝らしてどなたか
と掛け合いでやったり、自己紹介を腹話術のよ
うな形で後ろから誰かにしゃべってもらったり
とユーモア溢れるお姿は忘れられません。どん
なときも嫌な顔をせず、辛いところも見せずに、いつもポジティブで私たちを引き上げて
くださっていましたね。ドラえもんと誕生日が一緒なので、あなたのポケットには私たち
が持っていないたくさんのたくさんのものがはいっており、それを惜しげもなく私たちに
与えてくれました。そんな堀川さんだから国も越えて男女、年齢も関係なくファンがたく
さんいるのです。
　まだまだご活躍されるはずだったのに…と、私たちが思う以上に、あなたの無念さがひ
しひしと感じられます。

　寂しがり屋のあなたはきっと、ご逝去さ
れた先で、同じロータリークラブであった
野田さんや寿崎さん、そして、先にご逝去
されたパストガバナーの皆さんを走って探
し回られて、いろんな話をされているので
はないでしょうか？こちらでも堀川さんが
いなくなって悲しくて、寂しくてまだ信じ
られなくて、気持ちの置き所がわからなく
なった仲間がたくさんいます。しかし、私
たちはこれからもロータリアンとしてあな
たから学んだたくさんのことを胸に秘めて
生きていきます。

　最後に堀川さんが昨年の１１月の鴨の会でみんなに伝えたかったこと、あなたの渾身の
想いが込められたこのメッセージをみなさん
にお伝えします。

　堀川さんはこのような想いを胸に秘め、闘
病されながらも、日々の判断や振る舞いの全
てにおいて、ロータリーの理念を深く体現さ
れ、常に奉仕の心をもって地区運営と会員の
育成に尽力されました。パストガバナーとし
て地域リーダーとして示された高い見識と行
動力、そして何よりも人を思いやる温かなご
人格は、多くのロータリアンに深い感銘を与
え、今なお私たちの指針となっております。
これまでのあなたが積み上げてくださったご功績に心より敬意を表し、あなたが与えてく
れた友情と繋がり、そして何よりもロータリーへの愛を、2720 地区への愛を教えてくださっ
たことに感謝以上の言葉があればと思いますが相応しい言葉が見つかりません。それくら
いの温情をいただきました。本当に本当にありがとうございました。
　これからは少し離れたところで、ご家族と私たちロータリアンを見守ってください。
またいつか私たちがそちらへ行く日までしばらく・・・さようなら。

ライブハウスでのキックオフ会

赤い T シャツで埋め尽くされた募金活動
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　国際ロータリー第 2720 地区　パストガバナー・
第３地域 R R F C 堀川貴史様のご逝去の報に接し、
言葉では尽くせぬ深い悲しみとともに、謹んで哀悼
の意を表します。
　令和８年１月１日、突然の訃報に、言葉を失い今
どこにいるのかも一瞬わからなくなったくらいの衝
撃でした。
　私自身、堀川ガバナーのもとで地区幹事として職
務を担い、最も近くでそのお姿とお考えに触れる機
会をいただきました。常に地区全体を見渡しながら

も、目の前の一人ひとりを決して疎かにされないその姿勢は、今も鮮明に心に残っており
ます。
　ガバナーになられていく、準備の段階からの地区運営の変革に対して、部門長やガバナー
補佐の皆さんと直接、個別の面談を重ね、丁寧に丁寧に相手を尊重しながら活動内容や予
算の相談が行われていきました。
　2020 年７月、ガバナーノミニーの時に発生した人吉の水害には自ら作業服を着てトラッ
クを運転し、必要とされた支援物資を数回運ん
でくださいました！
　ガバナーエレクトになってからもコロナ禍が
まだ続いていたせいで、国際協議会は自宅にて
オンラインで光江パートナーと受けられまし
た。その後の当地区の PETS、地区研修協議会
もオンラインで開催しました。しかし、ガバナー
方針を話す時には、ご自身が RI 会長のような
スタイルでプレゼンをやりたい、との希望を初

めて言われましたので、私たちはみんなで力を
合わせて堀川さんの希望を叶え、見事な方針発
表をしてくださいました。
　そしていよいよガバナー年度が始まる数日前
の熊本市のライブハウス B9 でのキックオフ会、
ガバナー年度が始まる前にもう、終わったかの
ような盛り上がりでしたね！まさに堀川さんの
お人柄が溢れる会でした。

「ロータリーはつながりで溢れている。～友情
いっぱいの仲間と何か良いことをしましょう～」とのスローガンを掲げ始まった堀川ガバ
ナー年度。一年かけてのガバナー公式訪問では限られた時間の中での素晴らしいガバナー
アドレスで、たくさんのロータリアンの心を鷲掴みにし、堀川さんと飲めるなら、と地区
委員になった方もいらっしゃいます。
　また、ガバナーパートナーの光江さんが公式訪問にずっと同行してくださり、アドレス
を聞いてもらい、「またダメ出しをされた」と、嬉しそうに話され、アドレスを修正する堀
川さんがとても印象的でした。
　１０月の世界ポリオデーには熊本市の下通をポ
リオの赤い T シャツで埋め尽くした募金活動！圧
巻でした！
　１１月にはローターアクトの森へ歩いて登り植
樹をしましたね。
　地区大会は、「人吉復興」を願い「人吉発　世
界平和」と掲げ、人吉で開催しました。ご次男が
デザインされた「つながり T シャツ」の販売益を
平和フェローの寄付にしたり、同期のガバナーも
たくさんきてくださいました。RI 会長代理の関場パストガバナーからは絶賛の好評をいた
だきましたね。
　晩餐会でのパストガバナーの仲間たちとユニットを組んで歌われた「時代遅れの
Rockʼ n Roll Babd」。佐野元春さんのファンなので「俺が佐野元春のパートを歌う」と最
初から決められていました。フォーマルで歌われる姿はとてもかっこよかったです。
　地区大会が終わったら、台湾 3523 地区との姉妹地区締結のために台湾へ、それまでも何
度と台湾へ足を運び、台湾 3523 地区にもたくさんのファンができました。
　メルボルン世界大会出発時で出国できないというまさかのハプニング…
　子供さんの手前、バツが悪くてその日は一人博多に泊まったと後から言われました・・・

　そして堀川さんが生み出した、流行語といえば、「0 次会！」少しでも時間があれば仲間
との親睦を重ねられていました。
　カラオケに行くと必ずメドレーをかけマイク
を 回 し、締 め は 必 ず、ア ン ト ニ オ 猪 木 の

「1.2.3 ダー！」
　ガバナーを終えられてからの還暦パーティは
硯川パストガバナーご夫妻が中心となって開催
され、ご夫妻と台湾の同期のガバナーそして同
い年のロータリアンと共にたくさんの皆さんか
ら祝福を受けられました。このように自分だけ
ではなく、他の人への気遣いも素晴らしい方で
した。その後はパストガバナーの皆さんからの
応援を受け ARRFC から RRFC として地域リー
ダーとしての道を進まれました。
　闘病を続けながら、声が出なくなっても頼ま
れた講演を断らずに、工夫を凝らしてどなたか
と掛け合いでやったり、自己紹介を腹話術のよ
うな形で後ろから誰かにしゃべってもらったり
とユーモア溢れるお姿は忘れられません。どん
なときも嫌な顔をせず、辛いところも見せずに、いつもポジティブで私たちを引き上げて
くださっていましたね。ドラえもんと誕生日が一緒なので、あなたのポケットには私たち
が持っていないたくさんのたくさんのものがはいっており、それを惜しげもなく私たちに
与えてくれました。そんな堀川さんだから国も越えて男女、年齢も関係なくファンがたく
さんいるのです。
　まだまだご活躍されるはずだったのに…と、私たちが思う以上に、あなたの無念さがひ
しひしと感じられます。

　寂しがり屋のあなたはきっと、ご逝去さ
れた先で、同じロータリークラブであった
野田さんや寿崎さん、そして、先にご逝去
されたパストガバナーの皆さんを走って探
し回られて、いろんな話をされているので
はないでしょうか？こちらでも堀川さんが
いなくなって悲しくて、寂しくてまだ信じ
られなくて、気持ちの置き所がわからなく
なった仲間がたくさんいます。しかし、私
たちはこれからもロータリアンとしてあな
たから学んだたくさんのことを胸に秘めて
生きていきます。

　最後に堀川さんが昨年の１１月の鴨の会でみんなに伝えたかったこと、あなたの渾身の
想いが込められたこのメッセージをみなさん
にお伝えします。

　堀川さんはこのような想いを胸に秘め、闘
病されながらも、日々の判断や振る舞いの全
てにおいて、ロータリーの理念を深く体現さ
れ、常に奉仕の心をもって地区運営と会員の
育成に尽力されました。パストガバナーとし
て地域リーダーとして示された高い見識と行
動力、そして何よりも人を思いやる温かなご
人格は、多くのロータリアンに深い感銘を与
え、今なお私たちの指針となっております。
これまでのあなたが積み上げてくださったご功績に心より敬意を表し、あなたが与えてく
れた友情と繋がり、そして何よりもロータリーへの愛を、2720 地区への愛を教えてくださっ
たことに感謝以上の言葉があればと思いますが相応しい言葉が見つかりません。それくら
いの温情をいただきました。本当に本当にありがとうございました。
　これからは少し離れたところで、ご家族と私たちロータリアンを見守ってください。
またいつか私たちがそちらへ行く日までしばらく・・・さようなら。

こんなおちゃめな一面もありました
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RID 3523 地区大会にて

堀川年度のガバナー補佐とロータリーの仲間たち
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でくださいました！
　ガバナーエレクトになってからもコロナ禍が
まだ続いていたせいで、国際協議会は自宅にて
オンラインで光江パートナーと受けられまし
た。その後の当地区の PETS、地区研修協議会
もオンラインで開催しました。しかし、ガバナー
方針を話す時には、ご自身が RI 会長のような
スタイルでプレゼンをやりたい、との希望を初

めて言われましたので、私たちはみんなで力を
合わせて堀川さんの希望を叶え、見事な方針発
表をしてくださいました。
　そしていよいよガバナー年度が始まる数日前
の熊本市のライブハウス B9 でのキックオフ会、
ガバナー年度が始まる前にもう、終わったかの
ような盛り上がりでしたね！まさに堀川さんの
お人柄が溢れる会でした。

「ロータリーはつながりで溢れている。～友情
いっぱいの仲間と何か良いことをしましょう～」とのスローガンを掲げ始まった堀川ガバ
ナー年度。一年かけてのガバナー公式訪問では限られた時間の中での素晴らしいガバナー
アドレスで、たくさんのロータリアンの心を鷲掴みにし、堀川さんと飲めるなら、と地区
委員になった方もいらっしゃいます。
　また、ガバナーパートナーの光江さんが公式訪問にずっと同行してくださり、アドレス
を聞いてもらい、「またダメ出しをされた」と、嬉しそうに話され、アドレスを修正する堀
川さんがとても印象的でした。
　１０月の世界ポリオデーには熊本市の下通をポ
リオの赤い T シャツで埋め尽くした募金活動！圧
巻でした！
　１１月にはローターアクトの森へ歩いて登り植
樹をしましたね。
　地区大会は、「人吉復興」を願い「人吉発　世
界平和」と掲げ、人吉で開催しました。ご次男が
デザインされた「つながり T シャツ」の販売益を
平和フェローの寄付にしたり、同期のガバナーも
たくさんきてくださいました。RI 会長代理の関場パストガバナーからは絶賛の好評をいた
だきましたね。
　晩餐会でのパストガバナーの仲間たちとユニットを組んで歌われた「時代遅れの
Rockʼ n Roll Babd」。佐野元春さんのファンなので「俺が佐野元春のパートを歌う」と最
初から決められていました。フォーマルで歌われる姿はとてもかっこよかったです。
　地区大会が終わったら、台湾 3523 地区との姉妹地区締結のために台湾へ、それまでも何
度と台湾へ足を運び、台湾 3523 地区にもたくさんのファンができました。
　メルボルン世界大会出発時で出国できないというまさかのハプニング…
　子供さんの手前、バツが悪くてその日は一人博多に泊まったと後から言われました・・・

　そして堀川さんが生み出した、流行語といえば、「0 次会！」少しでも時間があれば仲間
との親睦を重ねられていました。
　カラオケに行くと必ずメドレーをかけマイク
を 回 し、締 め は 必 ず、ア ン ト ニ オ 猪 木 の

「1.2.3 ダー！」
　ガバナーを終えられてからの還暦パーティは
硯川パストガバナーご夫妻が中心となって開催
され、ご夫妻と台湾の同期のガバナーそして同
い年のロータリアンと共にたくさんの皆さんか
ら祝福を受けられました。このように自分だけ
ではなく、他の人への気遣いも素晴らしい方で
した。その後はパストガバナーの皆さんからの
応援を受け ARRFC から RRFC として地域リー
ダーとしての道を進まれました。
　闘病を続けながら、声が出なくなっても頼ま
れた講演を断らずに、工夫を凝らしてどなたか
と掛け合いでやったり、自己紹介を腹話術のよ
うな形で後ろから誰かにしゃべってもらったり
とユーモア溢れるお姿は忘れられません。どん
なときも嫌な顔をせず、辛いところも見せずに、いつもポジティブで私たちを引き上げて
くださっていましたね。ドラえもんと誕生日が一緒なので、あなたのポケットには私たち
が持っていないたくさんのたくさんのものがはいっており、それを惜しげもなく私たちに
与えてくれました。そんな堀川さんだから国も越えて男女、年齢も関係なくファンがたく
さんいるのです。
　まだまだご活躍されるはずだったのに…と、私たちが思う以上に、あなたの無念さがひ
しひしと感じられます。

Discovery「お宝発掘シリーズ」推薦者募集のお願い

ガバナー月信の新企画「お宝発掘シリーズ」は、長きにわたりロータリークラブや地域社会に
貢献された方々（故人を含む）の功績や物語をインタビューでご紹介するものです。

・貴クラブ活動で顕著な功績を残された方。
・ロータリーの奉仕精神を体現し、多くの会員に影響を与えた方。
・ロータリー所属問わず、地域社会の課題解決・発展に貢献された方。
・故人の場合は、ゆかりの深い方で当時のお話をお聞かせいただける方。

メールアドレス：rotary2720@gmail.com
ガバナー事務局担当副幹事　植山朋代

※推薦いただいた方の中から選考の上、取材についてご相談
させていただきます。地区の歴史の中で輝く「お宝」を共に
発掘できることを楽しみにしております。

【推薦いただきたい方】

【推薦先】

Treasure
Excavator
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　寂しがり屋のあなたはきっと、ご逝去さ
れた先で、同じロータリークラブであった
野田さんや寿崎さん、そして、先にご逝去
されたパストガバナーの皆さんを走って探
し回られて、いろんな話をされているので
はないでしょうか？こちらでも堀川さんが
いなくなって悲しくて、寂しくてまだ信じ
られなくて、気持ちの置き所がわからなく
なった仲間がたくさんいます。しかし、私
たちはこれからもロータリアンとしてあな
たから学んだたくさんのことを胸に秘めて
生きていきます。

　最後に堀川さんが昨年の１１月の鴨の会でみんなに伝えたかったこと、あなたの渾身の
想いが込められたこのメッセージをみなさん
にお伝えします。

　堀川さんはこのような想いを胸に秘め、闘
病されながらも、日々の判断や振る舞いの全
てにおいて、ロータリーの理念を深く体現さ
れ、常に奉仕の心をもって地区運営と会員の
育成に尽力されました。パストガバナーとし
て地域リーダーとして示された高い見識と行
動力、そして何よりも人を思いやる温かなご
人格は、多くのロータリアンに深い感銘を与
え、今なお私たちの指針となっております。
これまでのあなたが積み上げてくださったご功績に心より敬意を表し、あなたが与えてく
れた友情と繋がり、そして何よりもロータリーへの愛を、2720 地区への愛を教えてくださっ
たことに感謝以上の言葉があればと思いますが相応しい言葉が見つかりません。それくら
いの温情をいただきました。本当に本当にありがとうございました。
　これからは少し離れたところで、ご家族と私たちロータリアンを見守ってください。
またいつか私たちがそちらへ行く日までしばらく・・・さようなら。

（＊原文のまま、改行もご本人の記述のまま載せております）

※本稿は、敬愛したアーティスト・佐野元春氏の作品群から着想を得て、

　自身の歩んできたロータリーの旅路に重ねて引用・構成したものです
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Event report 01
地区チーム・ラーニングセミナー報告

　2026-27 年度 国際ロータリー第
2720 地区における「地区チーム・ラー
ニングセミナー」が、2026 年 2 月 14
日、人吉カルチャーパレスにて開催さ
れました。本セミナーは、次期地区リー
ダーが就任に備え、クラブ支援の方向
性を共有し、チームとしての結束を高
めることを目的に実施されたもので
す。 冒頭、延岡研一ガバナーエレクト
より、米国オーランドで開催された国
際協議会の報告がありました。
　2026-27 年度の RI テーマは

「CREATE LASTING IMPACT（持続
可能なインパクトを生み出そう）」です。これは、単なる変化にとどまらず、世代を超えて続く “真
のインパクト” を築くことの重要性を示すものであり、その第一歩は自分自身の内面に持続可能な
変化を生み出すことであると強調されました。 続いて地区方針が示され、スローガンは「ロータリー
が○○をつなぐ」。多様な “つなぐ” 取り組みを通じて新たな価値を創出し、最重点課題である会員
増強へと結びつける方針です。会員増強では数値目標だけでなく「受け入れる姿勢」を重視。さら
に熊本地震から 10 年を踏まえた地域防災での行政連携や、外国人技能実習生との交流推進、地区
職業分類名簿の作成による職業奉仕の再活性化など具体策が示されました。また、10 月 24 日の世
界ポリオデーにはロータリーファミリー全体での啓発活動を計画しています。 後半は部門別協議が
行われ、次年度事業や予算、PELS での役割について活発に意見交換がなされました。本セミナー
は延岡年度の重要な第一歩となり、地区チームの結束を強め、次なる会長エレクト研修セミナーへ
とつながる意義深い機会となりました。

報告：次年度地区幹事　水野虎彦（人吉 RC）
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Activity report
2720 地区

会員増強で成果が出ているクラブのご紹介

地区会員増強・拡大部門長　奥村 誠基より

　先月に引き続き会員増強達成クラブのご紹介です。ぜひ皆様のクラブにおかれましても増強
ムードを高めて活性化につなげて頂ければと思います。

■目標達成クラブのご紹介
（※以下、各クラブによる寄稿記事へと続きます）

佐伯ＭＡＲＩＮＥロータリークラブ
会長　工藤　泰正

　本年度、佐伯ＭＡＲＩＮＥロータリークラブでは、「仲間を増やして楽しいロータリーライフ
を！」をクラブスローガンに掲げ会員増強活動に取り組んできました。2025 年７月時点での会
員数は 29 名、平均年齢 61 歳でした。現時点で新たに５名の会員を迎えることができ、会員数は
33 名、内女性会員は８名、平均年齢は 67.4 歳になりました。
　会員組織委員長を中心に、会員一人ひとりが無理のない形で声をかけ、候補者との自然な関係
づくりを大切にしたことが、前向きな入会につながったと感じています。また当クラブは女性会
員が多く在籍しており、女性が安心して参加しやすい雰囲気があることも、新たな女性会員を迎
えやすい要因の一つとなっています。
　さらに佐伯青年会議所などにも声をかけ、若い会員を迎えたことで、これまで課題とされてい
た会員の高齢化についても徐々に落ち着いてきました。
　新しい仲間が加わったことで、クラブ内の雰囲気も一層明るくなり、例会や活動において新た
な視点や活力が生まれています。
　今後もこの良い流れを大切にしながら、「楽しいロータリーライフ」を実感できるクラブを目
指し、会員増強に継続して取り組んで参ります。
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Activity report
パキスタンでの

ポリオワクチン投与活動に参加して

ポリオワクチン投与活動について

　本年 1 月 10 日から 14 日まで、作守順子地
区ガバナーノミニーデジグネート（宇土 RC）
とともに、パキスタン・カラチにおけるポリオ
ワクチン投与活動に参加してまいりました。ポ
リオワクチン投与活動は、ポリオ根絶のために
最も重要な活動であり、みなさまご存じのとお
り、ポリオ根絶は私たち国際ロータリーの最大
の目標です。
　2720 地区内では、インドでの投与活動には
故・野田三郎パストガバナーらが先鞭をつけて
くださいましたが、パキスタンへの参加はこれ
までゼロであったとのことで、今回の私たちが初参加となりました。

パキスタンという国へのまなざしと
ポリオ根絶という使命

「パキスタン」と聞いて、皆さまはどのような国を思い浮かべるでしょうか。遠いイスラムの国、
治安が不安定、紛争が続いている――そのような印象を持たれる方も少なくないと思います。実
際、パキスタンは複雑な歴史と課題を抱える国です。インドとの係争が続くカシミール地方、ア
フガニスタンとの国境問題、政治・宗教・経済が絡み合う対立など、不安定な要素は現在も存在

参加者：作守順子（地区ガバナーノミニーデジグネート・宇土 RC）
植山朋代（地区副幹事・2720 Japan O.K. ロータリー E クラブ）

寄稿者：植山朋代

アラビア海を背に、ワーカーさんと松本団長と
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Activity report

ポリオワクチン投与活動について

　本年 1 月 10 日から 14 日まで、作守順子地
区ガバナーノミニーデジグネート（宇土 RC）
とともに、パキスタン・カラチにおけるポリオ
ワクチン投与活動に参加してまいりました。ポ
リオワクチン投与活動は、ポリオ根絶のために
最も重要な活動であり、みなさまご存じのとお
り、ポリオ根絶は私たち国際ロータリーの最大
の目標です。
　2720 地区内では、インドでの投与活動には
故・野田三郎パストガバナーらが先鞭をつけて
くださいましたが、パキスタンへの参加はこれ
までゼロであったとのことで、今回の私たちが初参加となりました。

パキスタンという国へのまなざしと
ポリオ根絶という使命

「パキスタン」と聞いて、皆さまはどのような国を思い浮かべるでしょうか。遠いイスラムの国、
治安が不安定、紛争が続いている――そのような印象を持たれる方も少なくないと思います。実
際、パキスタンは複雑な歴史と課題を抱える国です。インドとの係争が続くカシミール地方、ア
フガニスタンとの国境問題、政治・宗教・経済が絡み合う対立など、不安定な要素は現在も存在

しています。
　活動期間中は、空港に到着してホテルへ向かうとこ
ろから、全行程において現地警察の護衛が付きました。
移動時に使用する専用の小型バスは、前方を走るパト
カーに先導され、その後部では常に警官が銃を構えて
周囲を警戒しています。個別訪問時はもちろん、列車
内やバス内での投与においても、必ず警察の護衛が付
きました。
そのような国へ、私たちはポリオ根絶のためのワクチ

ン投与活動に参加する目的で渡航しました。ポリオは、かつて日本でも流行した感染症で、子ど
もに重い麻痺を残す病気です。ワクチンの普及によって多くの国では根絶されましたが、現在も
パキスタンとアフガニスタンでは感染が続いています。この 2 国で一人でも多くの子どもたちに
ワクチンを投与し、感染を抑えることが根絶への一歩につながります。
　世界各国からロータリーの投与チームがパキスタンを訪れ、活動を行っています。日本からも

「チームポリオジャパン」と称する有志のチームが年に数回活動を行っており、今回はその一員
として参加しました。

列車内でのワクチン投与

　飛行機を乗り継ぎ、約 20 時間かけてカラ
チに到着した翌日、最初の活動はカラチから
ペシャワールへ向かう長距離列車内でのワク
チン投与でした。投与活動は、すべて現地ワー
カーと私たちボランティア、そしてポリスの
チームで行います。現地ワーカーの役割はワ
クチンの準備と携帯、そして保護者への同意
の確認です。ポリスは護衛に付きます。車両
を一両ずつ回り、5 歳以下の子どもを見つけ
ると、現地ワーカーが保護者に説明し、了承
を得てからワクチンを投与します。投与済み
の子どもには、紫色のマーカーを小指に付け
ます。これは約1週間消えない特殊な染料で、

護衛のポリスのみなさんと

列車内で投与を行う植山
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Activity report

ポリオワクチン投与活動について

　本年 1 月 10 日から 14 日まで、作守順子地
区ガバナーノミニーデジグネート（宇土 RC）
とともに、パキスタン・カラチにおけるポリオ
ワクチン投与活動に参加してまいりました。ポ
リオワクチン投与活動は、ポリオ根絶のために
最も重要な活動であり、みなさまご存じのとお
り、ポリオ根絶は私たち国際ロータリーの最大
の目標です。
　2720 地区内では、インドでの投与活動には
故・野田三郎パストガバナーらが先鞭をつけて
くださいましたが、パキスタンへの参加はこれ
までゼロであったとのことで、今回の私たちが初参加となりました。

パキスタンという国へのまなざしと
ポリオ根絶という使命

「パキスタン」と聞いて、皆さまはどのような国を思い浮かべるでしょうか。遠いイスラムの国、
治安が不安定、紛争が続いている――そのような印象を持たれる方も少なくないと思います。実
際、パキスタンは複雑な歴史と課題を抱える国です。インドとの係争が続くカシミール地方、ア
フガニスタンとの国境問題、政治・宗教・経済が絡み合う対立など、不安定な要素は現在も存在

投与済みであることの目印になります。
　満員の列車内では、通路や車両の連結部にも乗客
が寝そべったり座り込んだりしており、ひしめき合っ
ている人々の隙間をすり抜け、またぐように移動し
ながらの活動は、体力と集中力の両方が求められま
した。

村での戸別訪問と子どもを思う親の心

　2 日目と 3 日目には、村を訪問しての戸別投与を
行いました。排水が悪く、道路のほとんどに汚水が
たまって悪臭を放つ路地、瓦礫やごみの多い路地に
は、はだしで歩く子どもたちや、赤ん坊を抱える姉
や兄の姿がありました。家庭によっては宗教的理由
から男性が家の中に入れない場合もあり、その際は
私たち女性ボランティアと女性ワーカーが対応しま
した。時には、ワクチン投与を拒否される家もあり
ました。科学的な正しさが必ずしも受け入れられる
とは限らない現実を前に、対話の大切さを痛感しま
した。
　それでも多くの家庭では、子どもを連れて門まで出てきてくださいました。赤ん坊が少し顔を
しかめると、周囲が笑い、みんなであやします。接種を終え、爪にマーカーを塗り、記念品を受
け取り、写真を撮ります。私はつい生真面目な表情になってしまうのですが、作守 GND は子ど
もと一緒に「あーん」と口を開け、笑顔で上手に投与されており、その姿がとても印象的でした。
貧しくとも、子どもを守りたいという親の思いは、日本と何ら変わりません。

長距離バス車内での投与

　同じく 2 日目と 3 日目には、カラチ市内の高速道路のインターチェンジ手前で長距離バスを停
め、車内に乗り込んで、乗車している 5 歳以下の子どもたちにワクチンを投与する活動も行いま
した。バスを停める際には、「レンジャー」と呼ばれる軍のメンバーが協力してくれます。バス
内での投与をサポートしてくれたワーカーは男性でした。どのバスもほぼ満員で、大人が二人座

訪問投与を行う作守 GND
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ポリオワクチン投与活動について

　本年 1 月 10 日から 14 日まで、作守順子地
区ガバナーノミニーデジグネート（宇土 RC）
とともに、パキスタン・カラチにおけるポリオ
ワクチン投与活動に参加してまいりました。ポ
リオワクチン投与活動は、ポリオ根絶のために
最も重要な活動であり、みなさまご存じのとお
り、ポリオ根絶は私たち国際ロータリーの最大
の目標です。
　2720 地区内では、インドでの投与活動には
故・野田三郎パストガバナーらが先鞭をつけて
くださいましたが、パキスタンへの参加はこれ
までゼロであったとのことで、今回の私たちが初参加となりました。

パキスタンという国へのまなざしと
ポリオ根絶という使命

「パキスタン」と聞いて、皆さまはどのような国を思い浮かべるでしょうか。遠いイスラムの国、
治安が不安定、紛争が続いている――そのような印象を持たれる方も少なくないと思います。実
際、パキスタンは複雑な歴史と課題を抱える国です。インドとの係争が続くカシミール地方、ア
フガニスタンとの国境問題、政治・宗教・経済が絡み合う対立など、不安定な要素は現在も存在

る座席の間に、子どもが 3 人も 4 人もぎっ
しりと座っている光景を何度も目にしまし
た。隙間に埋まっているような子どもを見つ
け出してはワーカーが年齢を確認して保護者
にワクチン投与の承諾をもらい、私たちが投
与を行いました。

水が支える命と未来

　今回の活動では、ワクチン投与とともに、
浄水設備（ウォータープラント）の寄贈にも
立ち会いました。清潔な水がなければ、感染
症は防げません。トイレや手洗いの習慣が十分でない地域では、ポリオの感染も広がりやすくな

ります。きれいな水を届けることは、医療と同じくら
い重要な予防策です。活動の合間に今回のチームメイ
トが寄贈した２基のプラントを視察し、最後に故金正
司氏（岐阜中 RC）が寄贈したプラントの開通式に立
ち合いました。式にはパキスタンの RI 財団管理委員
でパキスタンにおけるポリオ根絶を主導している Aziz
　Memon 氏が駆けつけて下さいました。
　浄水設備から出る水を、子どもたちが歓声を上げて
飲む姿は、未来への希望そのものでした。このウォー
タープラントは、一基約 50 万円で寄贈することがで
き、設置場所はワクチンプロジェクトを支援している
現地のパキスタン人が選定してくれます。プラントに
はロータリーマークと寄贈者の氏名や写真が入ったプ
レートが設置されます。「我こそは」と思われる方は、
個人でもクラブ単位でも、ぜひお声がけください。現
在も数基の申し込みがあるそうですが、ワクチンプロ
ジェクトに参加し、開通セレモニーに立ち会える方が
優先されるとのことです。

浄水プラント開通式。寄贈者の故金正司氏（岐阜中 RC）と
ロータリー財団管理委員の Aziz Memon 氏

訪問投与を行う作守 GND
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ポリオワクチン投与活動について

　本年 1 月 10 日から 14 日まで、作守順子地
区ガバナーノミニーデジグネート（宇土 RC）
とともに、パキスタン・カラチにおけるポリオ
ワクチン投与活動に参加してまいりました。ポ
リオワクチン投与活動は、ポリオ根絶のために
最も重要な活動であり、みなさまご存じのとお
り、ポリオ根絶は私たち国際ロータリーの最大
の目標です。
　2720 地区内では、インドでの投与活動には
故・野田三郎パストガバナーらが先鞭をつけて
くださいましたが、パキスタンへの参加はこれ
までゼロであったとのことで、今回の私たちが初参加となりました。

パキスタンという国へのまなざしと
ポリオ根絶という使命

「パキスタン」と聞いて、皆さまはどのような国を思い浮かべるでしょうか。遠いイスラムの国、
治安が不安定、紛争が続いている――そのような印象を持たれる方も少なくないと思います。実
際、パキスタンは複雑な歴史と課題を抱える国です。インドとの係争が続くカシミール地方、ア
フガニスタンとの国境問題、政治・宗教・経済が絡み合う対立など、不安定な要素は現在も存在

ポリオ根絶と世界平和、
そしてパキスタンで学んだこと

　ポリオ根絶には、医療だけでなく平和が必要です。紛争地域では、なかなかワクチンが行き届
きません。世界のどこかで争いが続く限り、病気もまた残り続けます。ポリオ根絶は、単なる医
療目標ではなく、世界平和への一歩であると感じました。
　現地で学んだのは、ワクチン投与の大切さと同様に、日本から同行したチームメイトはもちろ
ん、現地のワーカーやポリスの皆さんとのチームワークの大切さ、異文化を理解しようとする姿
勢、そして世界に目を向けることの大切さでした。イスラムの国を訪れたことで、私はさらに歴
史や文化を学びたいと思うようにもなりました。

おわりに――人と人をつなぐ奉仕

　世界に目を向けるとは、遠い国を「問題のある場所」として見ることではありません。そこに
生きる人々の顔を思い浮かべることだと思います。パキスタンで出会った子どもたちが、病気に
怯えず成長できる社会になることを願っています。そして、私たちが交わした笑顔の一つひとつ
が、理解と平和につながる小さな一歩であってほしいと願っています。
ポリオをなくすことは、病気を消すだけでなく、人と人の距離を縮める営みなのだと、私はパキ
スタンで学びました。

　今回、寄稿の機会をくださいまし
た藤田千克由ガバナーと、パキスタ
ン訪問の背中を押してくださり、現
地でも大変お世話になりました松本
祐二団長、ビザの申請から現地のす
べての手配を行ってくださいました
永 田 雄 二 様（ア メ リ カ・ウ ェ ス ト
ジョーダン RC）、そして共に活動し
たチームの皆さまに、心より感謝申
し上げます。

チームで記念撮影
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2025-2026 年度 国際ロータリー第 2720 地区

2026 年 1 月
ローターアクト会員数報告

8 日（日） RIJYEM_ 第 6 回全国 RYLA 委員長会議

14 日（土）米山奨学生大分地区修了式

15 日（日）米山奨学生熊本地区修了式

28 日（土）八代南 50 周年記念行事

  7 日（土）・8 日（日） 会長エレクト研修セミナー（PETS）

7 日（土）・8 日（日） 2700 地区　地区大会

3
Mar.

※1 月末時点での会員数です。
　その他の項目については次号以降反映予定としております。

2025-2026 年度

ロータリアン・ローターアクト・衛星クラブ
合計会員増強数値目標！

1 月末までの合計会員数は

～ロータリアン・ローターアクト・衛星クラブで
合計 2,835 名を目指します～

2,835 人

2,497 人

3 3 8
目標達成まで あと

人

ロータリアン 83人

ローターアクト 34 人

衛星クラブ
合計
※各クラブの詳細はホームページからご確認ください

-9 人

2,610 人

208人

17 人

144 人

46 人

0人

61 人

16 人

9 人

2,216 人

159 人

16 人

本年度合計
増減

2,299 人

108 人 2,835 人190 人 86人2,391 人 2,497 人

191 人

7人

1 月末合計
会員

本年度合計
退会者

年初 7/1
合計会員

本年度合計
入会者

目標数値
合計内訳

今月の予定

最新の行事カレンダーは
こちらの QR コードから
ご確認ください



退会者
クラブ名 氏　名 職業分類

宇佐 2001
玉名
阿蘇

熊本東
熊本西南
熊本中央
熊本西稜
八代東

高橋　宜宏
浜田　繁次郎

鄭　永眞
與縄　董

楢木野　仁士
角岡　和也

米田　十九三
黄　大衛

郷土料理店
Ｂａｒ

ゴルフ場
自動車販売

業務用食材卸
土木建設

洋菓子製造
インターネット販売

入退会者のお知らせ

入会者 新会員のご紹介をします

2026.2.20 現在

荒 尾ロータリークラブ

米 山 功 労 者

亀谷　幸代 会員

荒 尾ロータリークラブ

ポール・ハリス・フェロー

仲島　光晴　会員

（ 1 回 目 ）

米 山 功 労 者

宇野　克英　会員
（ 6 回 目 ）

米 山 功 労 者

山﨑　丈久　会員
（ 5 回 目 ）

大分中央ロータリークラブ

大分中央ロータリークラブ 大分中央ロータリークラブ 大分中央ロータリークラブ

大分中央ロータリークラブ 大分中央ロータリークラブ

米 山 功 労 者

岡村　泰岳　会員
（ 1 1 0 回 目 ）

米 山 功 労 者

吉岩　大悟　会員
（ 1 回 目 ）

米 山 功 労 者

久保田　哲　会員
（ 1 回 目 ）

米 山 功 労 者

中川　博光　会員
（ 3 回 目 ）

寄 附 金 のご 協 力 感 謝 いたします

クラブ名 氏　名 職業分類

宇佐 2001
湯布院

熊本東南
熊本城東
熊本平成
熊本西
八代
牛深

岩武　敬
日野　敏徳
中武　博子
米原　房登

中嶋　あおい
木下　裕介
豊田　啓勤
連尾　剛

小ねぎ栽培
民宿

塗料販売
防水塗装工事

飲食業
不動産業

ビジネスサービス・廃棄物処理
水産加工業

国際ロータリー第 2720 地区
ホームページはこちらの
QR コードからご覧ください


